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令和３年３月１８日（木）１４：００～１６：００ 

主催：EdTech サポートオフィス 授業実施支援チーム 

 



プログラム 

 

         全学教育・学生支援機構 飯塚 誠也 司会 

14:00-14:05 教学担当理事 佐野 寛 挨拶 

14:05-14:20 教育学研究科 岡崎 善弘 講師【資料１】 

14:20-14:35 社会文化科学研究科（経済） 大越 裕史 講師【資料２】 

14:35-14:50 環境生命科学研究科 木村 幸敬 教授 【資料３】 

辻本 久美子 助教 

14:50-15:00 休 憩   

15:00-15:15 自然科学研究科（工） 高橋 規一 教授【資料４】 

15:15-15:30 全学教育・学生支援機構 藤原 祐子 准教授【資料５】 

15:30-15:45 社会文化科学研究科（法） 濵田 陽子 准教授【資料６】 

15:45-       全学教育・学生支援機構 籠谷 裕人 closing 



児童心理学のオンライン講義方法

岡山大学大学院教育学研究科

教育心理学講座 岡崎 善弘

【資料１】



子ども ≠ 大人

発達の階段



アニミズム（Animism）

例：ぬいぐるみにも心がある

こんにちは！

何して遊ぶ？



子どもたちの認知発達に合わせる

認
知
機
能
が
制
限
さ
れ
て
い
る



講 義 児童心理学（第３学期・第４学期）

時 限 １時限 - ２時限

対 象 教育学部 １年生

人 数 約１８０名

方 法 リアルタイムのオンライン講義（＋録画）

ツール
ZOOM / Moodle / Stream

PowerPoint / Comment screen



・小学〇年生の時はどうしてた？

・発達研究の紹介 & 専門用語の解説

（自分の小学生時代を理解する）

・〇〇な時に保護者・教師はどうすると良さそう？（２回目）

・〇〇な時に保護者・教師はどうすると良さそう？（１回目）

（知識の更新ができた実感を得る）

１．小学生時代の記憶をたどる

2. 記憶と講義内容をつなぐ

3．知識を更新する



経験- -講義 経験-----講義



1．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

2．スライド資料のレイアウト

3．参加していないと解けない小テスト

何が評価されたのか？（授業評価アンケートの結果から）

4．「考えたこと」を共有する



1．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

2．スライド資料のレイアウト

3．参加していないと解けない小テスト

何が評価されたのか？（授業評価アンケートの結果から）

4．「考えたこと」を共有する



何が不足するのか？

対面授業 vs オンライン授業



友達と一緒に参加している感覚



課題に追われる毎日

「
孤
独
」
な
学
習
環
境



自宅で課題に淡々と取り組む

「
孤
独
」
な
学
習
環
境

こんにちは！

Comment Screen利用例

こんにちは！



開始時刻まで雑談
（おすすめのお店はどこですか？）



回
答
者
数

増
加

匿
名
で
返
答
で
き
る

Q. なぜ〇〇だと思う？



Comment screen

なぜコミュニケーション・ツール？



アメリカ

教育分野のエビデンスにアクセス

イギリス

（Evidence-Informed Education）





Multiple reviews highlight the importance of peer interaction during remote

learning, as a way to motivate pupils and improve outcomes.

3. Peer interactions can provide motivation and learning outcomes.

ワイワイできる方が良さそう
（教育分野のエビデンスも参照した意思決定）



児童心理学のオンライン講義方法

岡山大学大学院教育学研究科

教育心理学講座 岡崎 善弘

ZOOM
パワーポイント

管理画面

Comment Sc.

管理画面

講義（説明） ＋ 操作（多） = 大変

Moodle



1．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

2．スライド資料のレイアウト

3．参加していないと解けない小テスト

何が評価されたのか？（授業評価アンケートの結果から）

4．「考えたこと」を共有する



認知心理学を活用



認知的容量には「限界」がある

認知負荷（Cognitive load）

ワーキングメモリ（Working memory）



１．わかりやすいスライド資料とは？
１．文字の量が多すぎるスライド資料は認知的な負荷を高めます。
文字の量が多い（＋文字サイズが小さい）資料はおすすめしません。
話を聞きながら，同時に，教員が説明している箇所を探さなければ

ならない（または，解説よりも先に文字を読んでしまう）ので頭の
中は になります（理解度が落ちる）。実際に今その

ような状態ではないでしょうか？

３．読ませるスライド資料よりも見せる視覚的な資料を作るようにしています。伝え
たいことを図で提示して説明はほぼ口頭です。文章も１行以上にならぬよう、可能
な限り端的（箇条書き・１行ずつ）にしています。文字サイズが小さいと読みにくい。

あまり重要ではない挿絵・イラストもスライ
ド資料に付けないようにしています。

２．文字の行間が詰まっている場合はもっと深刻です（混雑感がすごい）。長い文章が続くと
読む気力を失ってしまうので、伝えたいことは１行にしています。１枚のスライドで話す時間
は長くても約１分程度。フォントはUDデジタルで統一しています。文字サイズにも気を
付けるようにしています（文字サイズは２８以上）。そして，端がガタガタにならないように，
両端を揃えます。

情報が多過ぎて、頭の中の
情報を整理できない

昔はこのようなスライド資料を作っていました（注：誇張して作成しています）。当然，学生さんたちの理解度や満足度は低かったです。



読む
（スライド資料）

考える
（どこを説明してる？）

+聞く
（教員の解説）

+

疲れて眠くなる...

=



教員の授業イメージ

学生が感じていること



（１枚あたりの認知的負荷を下げる）

Slide Message



1．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

2．スライド資料のレイアウト

3．参加していないと解けない小テスト

何が評価されたのか？（授業評価アンケートの結果から）

4．「考えたこと」を共有する



形 式： 選択式

問 題： 10 問

時 間： 05 分

講義が終わったら小テスト



画面（顔）をOFF

そして放置・・・？

画面ON（顔を出すこと）を強制しない



① ---------

② ---------

講義に参加していないと回答できない

③ ---------

④ ---------

（小テスト機能を利用）

問１．〇〇の解説で紹介した具体例はどれ？



1．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

2．スライド資料のレイアウト

3．参加していないと解けない小テスト

何が評価されたのか？（授業評価アンケートの結果から）

4．「考えたこと」を共有する



講義を聞いて

「考えたこと」を記述



できる限り返答（講義動画アップロード中）



孤独感を緩和する

課題を不要にする



１．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

２．スライド資料のレイアウト

３．参加していないと解けない小テスト

4．「考えたこと」を共有する



推薦したい本









授業評価アンケート（記述） 一部抜粋



時間が適切だった。オンライン授業で長々と話を聞くだけだとどうしても集中できないので、メリハリがあってよかった。

小テストなどの量も適切で、無理なく意欲的かつ効率的に勉強できた。 無理に対面授業をするよりもよっぽど勉強が捗った。

リモートだとなかなか発言しにくいが、コメントをスマートフォンから送ることで気軽に発言することができたのがよかった。

授業内容が動画や具体例など分かりやすい。接続が悪くzoomに入れなかった人のために授業動画をMoodleに載せてくださること。

リアルタイムで学生が反応(コメント)できるように設定されていたり、とても分かりやすかったし、受けていてとても楽しかった。 授業受

けるのが楽しみだった。

オンライン授業で使えるツール(zoom(チャット機能含む)、動画、小テスト、パワーポイント)をたくさん使用されており、楽しく、わかりや

すい授業だった。

毎授業ごとに、さまざまな動画を用いて専門用語を説明してくださったり、アプリを用いて意見を自由にスマホから送信できるような工

夫をされていたり、授業後は必ず小テストをオンライン上で行い復習できる環境を整えてくださって、毎回たくさんの学びがあった。

講義の内容をより分かりやすくするための教材がとても考えられていると思いました。なので、毎回の授業がとても分かりやすく、おもし

ろい講義でした。

内容も堅苦しいものではなかったので、飽きずに視聴でき、とても集中して授業に取り組めた。大学1年生で受けた授業のなかで1番

面白く、わかりやすい授業だった。ありがとうございました。

匿名でコメントすることのできるチャットがあり、周りを気にすることなくコメントができることや他の人の意見を知ることができるので、

オンラインでも学びやすい環境であると思いました。

動画を用いて一つ一つの言葉を分かりやすく教えてくださり、授業がとても楽しく、また頭に残る内容でとても良かったです！ そして、毎

授業ごとに考えたことを書いてみんなで共有したり、小テストを作ってくださったことで自分の中でも授業内容を復習して意欲的に取り

組むことができました！

（授業評価アンケートの記述より）



チャット機能を使って意見を言いやすいようにしたり、感想を共有できるところがあったので、自分だけでなくてたくさんの学生が一緒

の授業を受けているのが体感できてよかったです。

スライドの枚数が多いので、とてもテンポよく進められていたので途中で退屈することもなく、毎回楽しく授業を受けることができました。

また、匿名でコメントをすることができるシステムによって、自分の意見を発信しやすかったです。大教室だったらおそらく私は発言でき

ていないだろうと思うので、このシステムは継続してほしいです。

毎週の小テストや最終試験の内容に、本当に授業を聞いていないとわからない問題がどころどころ入っており、こういうテスト面白いな

あと毎回思っていました。また、講義スライドも毎時間面白くて授業が楽しかったです。

なかなか学生側のコメントやレポート内容に対してフィードバックを行ってくれる授業が他に無かったのですが、この児童心理学の授業

では「考えたこと」に対して1人1人に絵文字や、返信コメントを送ってくださっていてうれしかったし、やる気に繋がりました。

児童の心理学について、専門的な内容を具体的に、またスライドや写真など多く使っていて分かりやすかったです。私たちの身近な番

組や例を挙げてくれていたので、授業も毎回楽しかったです。某動画サイトのようなコメントが流れるシステムも、ユニークで沢山コメン

トしたくなったのでこれからも続けて欲しいです！

オンライン授業は対面授業に比べて理解が難しいですが、この授業は、分かりやすいスライドと印象に残りやすい説明で、どの授業より

も理解できました。 朝早い時間でしたが面白い講義内容なので、一限から頑張れました。

スライドの資料が見やすく、難しい単語が出てきたときにも具体的なイメージをつかむことができました。意見をスマホから送れるシス

テムも、オンラインでもほかの人の意見が見られてよかったです。

スライドの説明が単純明快であり、かつスライド中の言葉とマッチした画像がとても分かりやすかったです。改善が必要だと思う点はあ

りません。

毎回の授業内容に応じた「写真」や「図」を豊富に取り入れたスライドや、授業内容の理解を深めるための資料を用意して下さり、大

変分かりやすかったです。

（授業評価アンケートの記述より）



毎回コメントするサイトが設けられており、誰がコメントしたのか分からないため、コメントしやすかったです。また、他の人の意見を知る

ことができたのがよかったです。 興味の引くものばかりで楽しく学ぶことができた。

zoomのチャット機能ではないチャット機能を使うことで、手軽にコメントすることができ、他の人に意見も聞きやすかった。毎時間の講

義が楽しかった。今までで一番の講義だった。最高。

スマートフォンなどからコメントを書き込むことが出来たので、リモートでもしっかり授業に参加できている感じがしてよかった。いろんな

人の意見を知ることができたこともよかった。次が対面の授業だということを配慮して授業時間を考えてくださったのが有難かった。

先生の説明やスライドがとても分かりやすくて良かったです。理解も深まり、より興味が湧くのでいつも楽しみにしていました。児童心理

学の授業は、自分の興味も相まって一番好きな授業でした。 人数が多かったですが、積極的に参加できるようにコメントを流す機能な

どを設けるなど、授業に工夫がされていたと思います。 ありがとうございました。

スライドがとても分かりやすく、毎回授業が楽しかったです。コメントが画面に流れてきて、意見を共有できるところが良かったと思いま

す。また、他の授業を考慮して授業時間を設定してくださったり、リアルタイム以外でも講義を聞くことができるようにしてくださったりと

非常に助かりました。学習しやすい環境づくりをしてくださってありがとうございました。

4月からのオンライン授業で、対面でなくてもとても楽しめたのはこの授業が初めてでした。他の授業と違って、楽しませようと授業をし

て下さったり、ニコ動のような形式のスライドになってて、とても楽しかったです。心理学への興味も湧いて、もっと学びたいと思えました。

とっても楽しい授業でした！ チャット機能をしようしての、ニコニコ動画みたいな授業は初めてで、THEオンライン授業！という感じがし

て新鮮でした。 飽きない授業でした。あれだけ多くの素材を探してきて、スライドを毎週作るというのは大変だったと思うけど、だからこ

そ分かりやすい授業になっていました。ちょくちょく挟まれる小話も、知識と関連図けられて、記憶に残りやすかったです。 中学校コース

ですが、受講させていただきありがとうございました。 また受講したいと思うので、その時は宜しくお願い致します！

（授業評価アンケートの記述より）



１．参加型（スマホ利用）のオンライン授業

２．スライド資料のレイアウト

３．参加していないと解けない小テスト

4．「考えたこと」を共有する



学生の声から学ぶ
オンライン授業

Good Practiceから学ぶオンライン授業
2021年3月18日

社会文化科学研究科（経済）：大越裕史
国際経済学・国際経済学演習B・国際経済学２

【資料２】



中人数授業の方法（国際経済学演習B）
週 講義方法 備考
1 Teams（オリエンテーション＆アンケート） コロナによるシラバスの内容変更を連絡

（一緒に授業を作る感覚）
2~4 動画配信授業 教科書を1冊指定・動画で詳しく扱う
5 Teams（授業動画に対する不満＆授業方針修正）
6~8 動画配信授業
9~10 Teamsでのディスカッション#01

• 1〜3グループは9週⽬、4〜6グループは10週⽬
27人数を6グループに分割
→各グループ30分で議論（夜間＝1週90分授業）

11~13 動画配信授業
14~15 Teamsでのディスカッション#02

• 課題：レポート（2回）＆ディスカッション・セッションへの参加（2回）
• 1回⽬のレポートにコメント＆2回⽬の課題をつけて返信
• 2回⽬の課題は各受講生に合わせて変更

• 学生の声（アンケート13の回答：原文ママ）
• 最初の授業で、学生の意見を取り入れて講義動画の時間を決めていたことなど、受けていて気持ちの良い授業でした。

レポートに対するフィードバックも、今までここまで丁寧にしていただいたことがなかったので、今後のためにもす
ごく参考になりました。

• 前期に引き続きお世話になりました。討論会があったことで、他の人の考え方が聞けたり、自分の考えをまとめたり
することができました。また、レポートでの先生からのコメントや討論会で否定せずに聞いてくださり追加で考えを
仰ってくださったので楽しくできました。1年間ありがとうございました。



大人数講義の方法（国際経済学）
• 水曜3・4限（履修者：277名）：授業動画による講義の提供

• 3限までに動画をアップロード＆Moodleで周知
• Teamsによる公開オフィスアワー（3限）←双方向性の確保

• 課題
• 期末試験（１回）

• 学籍番号下1桁で問題を変更（2パターンの問題を用意）＆←を受けれなかった学生向けの追試2回実施
• レポート課題（2回）

• 1回⽬のレポートにコメントをつけて返信＆2回⽬の課題を指示
• 任意レポート課題（最大5点を加点）

講義動画サンプル
初回：https://youtu.be/kVElSICqvuo
最終回：https://youtu.be/NfOqv5WJ1-I

• 学生の声（アンケート13の回答：原文ママ）
• youtubeを使った授業はとても良かった。
• 先生がYouTuberみたいでYouTubeを見る感覚で授業ができた

ので、楽しかったです。
• 大越放送局がもう見れなくなるのは少し悲しいです（笑）

https://youtu.be/kVElSICqvuo
https://youtu.be/NfOqv5WJ1-I


編集した動画による授業の利点

• 学生の声（アンケート13の回答：原文ママ）
• 資料配布だけでなく、動画による説明もあってわかりやすかったです。
• Youtubuに動画をアップロードすることで自分の好きなタイミングで学習できた点がとてもよ

かったです。あと、動画編集にとてもこだわっていることが伝わってきて私もちゃんと見な
きゃって思えました。

• 授業が動画形式であったため対面と似たような感じで分かりやすく、また編集もしっかりされ
ていたので重要な点が良く分かった。

• 字幕コメントをつけられる
• ちょっとした余談を行える

• 話の流れを切らずに、興味のある学生に追加情報を与えられる
• 説明不足だった場合に、補足や厳密な修正を行える

• 話の途中で噛んでも、編集でうまくつなげることが可能



学生の提出物への対応

• 学生の声（アンケート13の回答：原文ママ）
• YouTubeでの授業形態も、レポートの個別での返信も、大変丁寧な授業をしてくださりありが

とうございました！！
• レポートも一つ一つ良い点悪い点を指摘くださっていたので、やり甲斐がありました。
• レポートのフィードバックが、とても丁寧だったのが良かった。 授業動画についても、比較

的短い時間のものが多く、自分のペースで学修しやすかった。
• 先生の学生に寄り添う姿勢がとても優れてると感じました。授業時間や成績評価などに対する

学生の意見を汲み取ってもらうことができ、他の授業でもこのような柔軟な対応をしてもらい
たいと望んでいます。

• レポートのフィードバック
• 学生からの質問を動画内で紹介・共有

• もちろん感謝も忘れずに伝えます
• 講義とは無関係でもいいところがあれば紹介

この部分がすべてコメント



こんなオンライン講義をしてみた感想
• 技術的には意外とちょろい

• 2020年9月最終週から準備してどうにかなった

• 時間的にはしんどい
• 20分の動画1本にかかる時間≒3時間30分〜4時間

• 撮影：30分程度
• 編集：3時間程度（トリミング・字幕入力・最終チェック←各1時間程度）

• 初回レポート返信
→１レポートあたり３０分程度をかけてコメント（総レポート数＝152）

• 精神的にはかなりしんどい
• 自分の声を聴きたくない・顔を見たくない

→10分でなれる
• 学生からの評判がわからず不安

→「高評価」機能に救われる＆「低評価」が付いた時の絶望感

自分の声が気持ち悪い
学生は不満に思ってないかな？



まとめ：とりあえずやってみよう！
• お手軽度合い★ ★ ★ ★ ：「できる限り」学生の声を反映

• 初回の講義でオンライン講義の進め方のアンケートを行う
• 途中で不満について募集→対応・修正可能なことを実行

• お手軽度合い★ ★ ★ ☆ ：先生も「頑張ってる感」を出す
• 「自分の基準で頑張った」ではなく、学生視点で頑張ってるように見えるか

• ○○先生の授業は●●がいい、□□先生は■■がいい
• 新しいことを取り入れる

先
生

学
生

AとBどっち
がいい？Aがいいです

私のオンライン授業のここが
スゴイ！

１：発音の個別練習に対応
２：少人数ディスカッション
３：グループ別で実習を実施

• お手軽度合い★ ★ ☆ ☆ ：個々の学生に対応（フィードバック）
• 機械的なフィードバックよりも、個人をターゲットにするほうがいい（？）

• お手軽度合い★ ☆ ☆ ☆ ：YouTuberになる

あなたの解答は
間違いです。

正解は「C」です

あなたの解答は
間違いです。

ここは重要なので
注意しましょう！

動画投稿が遅れて
失礼しました



ご清聴ありがとうございます
質問がありましたら気軽にどうぞ
Hiro.Okoshi@Okayama-u.co.jp

もうすぐ新学期ですね！
お互いに頑張りましょう！

mailto:Hiro.Okoshi@Okayama-u.co.jp


専門基礎科目
「エネルギーとエントロピー」

～オンライン授業としての工夫～

環境理工学部

環境物質工学科 木村幸敬

環境管理工学科 辻本久美子

本講義の位置づけ

• 環境理工学部の学生にとって

専門基礎科目 151名受講

・全学の学生にとって

教養教育科目 114名受講

1.5単位 火曜日３限と金曜日１，２限で 8週間

【資料３】



授業内容
第I部 自然環境とエネルギー（辻本担当）
第1章； 地球の大気に関するエネルギーとエントロピー
第2章；電磁波と放射に関する基礎知識
第3章； 地球の平均気温はどのように決まるか？
第4章； 土壌・湖沼の温度形成と貯熱・放熱
第5章； 風や海流によって地球上を運ばれるエネルギー
第6章； 温暖化や豪雨・渇水の増加はどのようなメカニズムで起きるか
第7章； 都市化・農地／灌漑開発・森林伐採などの土地利用変化は地表面エネルギー収

支と気候にどう影響するか？
第8章； 宇宙から人工衛星で地球を観測する

第II部 動力文明とエントロピー（木村担当）
第1章； エントロピーのあらまし
第2章； エネルギーとエントロピー
第3章； 熱機関とエントロピー
第4章； カルノーの熱効率とエネルギーの有効利用
第5章； 熱力学エントロピーと確率との結びつき
第6章； 宇宙のエントロピーは増え続ける
第7章； 人間社会とエントロピー

辻本担当分
• 8章分 12時間分の授業

• 各1時間分の授業につき，

– 講義動画（45‐50分程度）＋小テスト（5‐10分）

– 講義資料：自作のパワーポイント資料をPDF化して配布

• 計133ページ，初回に先駆けてmoodleにアップ

• 動画中でスライドを表示させながら授業を実施

• 例題も．

– 小テスト：moodle上で実施，1回1問 12回分の小計で成績評価

• “授業を聞けば正答できるがPDFだけをみてもわからない内容” を目指した

• 回答可能時間：時間割上の授業日に限定，問題文確認後10分間のみ解答可

• 正答・解説を事前登録

 Moodle で自動採点 & 回答可能時間終了後（授業翌日）に学生に自動公開

• 当初は午前中のみを予定して初回授業時に学生に周知していた

– 直後に対面授業がある学生から，試験を受ける時間がないと連絡があった
ため， その対応として受験可能時間を変更する旨，moodleで再周知した．

– ※今年は特にメール等での問い合わせやリクエストが多かった



辻本担当分：動画ソフト
• Teams で 1人会議 を実施

– 録画録音しながら，パワポをスライドショー画面共有で説明した

– 基本的には，例年の口頭での授業と同じ内容（解説）をそのまま実施

– 講義冒頭は画面共有をせず，顔を見せるようにした

– 録画は自動的にStreamにアップ アップ先URLをmoodleに登録

[良かったところ]
– 顔を見せながらスライドも見せられる（画面共有中も右下に小さく顔）

– 自動でStreamにアップされるので楽

– パワポスライドショー機能のポインターも録画に記録される

• 以前はZoomで１人会議をして，手動でStreamにアップしていた

• Zoom β版のスライドショーバーチャル背景だと，教師の顔を映す位置や
大きさを調整できるのがよかったが，ポインターを録画できなかった．

[使いにくかったところ]
– 「スライドを見せながら時折板書」がしにくい（ 使っているPCに依存）

 iPad上でスライドに「板書」がやりやすかった iPad スクリーン録画も利用

各回冒頭の動画の様子(Teams) 
授業内容の説明動画１（パワポ@Teams@WindowsPC）

←授業内容の説明２
（パワポ@スクリーン録音録画@iPad）

↑授業内容の説明3 （他の科目にて）

（パワポ & Zoom β版バーチャル背景）



辻本担当分：心がけたこと
（実際にできていたかどうかはわかりませんが．．．）

• 「対面授業ができないから “仕方なくオンライン授業で我慢” 」と
いう雰囲気にならないように．．．

– 残念な雰囲気，ネガティブな雰囲気が出ないように

– オンラインならではの良さをできるだけ引きだせるように

• 眠気を誘わないように．．．

– テンションを上げて話す

– 自分が楽しみながら話す（疲れている時に無理に収録しない）

– 途中で問いかけをして考える時間を与える（動画の一時停止を呼びかけ）

• （他科目も含めて）学生の反応を見聞きするなどしながら，いろ
いろな方法を試行錯誤的に挑戦してみた

– 「これで完成形」と折り合いをつけるのではなく

木村担当分

• 授業内容について

ずっと使用している読みやすい教科書に沿う。

派生する関連トピックスをわかり易く説明する。



オンデマンド動画での工夫
撮影機材：iphone
編集ソフト：iMovie（iphoneのアプリ）

ダウンサイズ：Freeソフト（FreeVideoCompressor)
・教科書の節ごとに7～12分の動画にする。

芝居からのヒント，復習の便利さ？，機器の制限

・関連トピックスは独立した動画にする。

（１時間の講義に対して５本程度動画を使う。）

・画面いっぱいの資料でテンション上げて説明す
る。

撮影風景



Moodleでの工夫
・授業開始時間までに動画をアップ

・授業終了後１週間弱の小テスト実施期間

（最初３回は小テスト３回回答可能にしたら動画視
聴数が減ったので、小テスト回答は１回に制限）

・小テストは、ほんとに確認して欲しい事象に厳選

・動画の画像が小さい時は、授業資料も提供

クレーム対応（結局これが決め手？）

リンクの不具合、試験期間設定のミスなどな
るべく早く対応し、それによる不利益が無いよ
うに変更した事象を全受講生に周知すること
を心掛けた。

まとめ

• 学生の要望と自分のできることに折り合いを
つけて、臨機応変に落としどころを決め、それ
を共通理解することを心掛けることを求めら
れてるのではないでしょうか。

• 試行錯誤を楽しむことが必要？



板書授業の低コスト
オンライン化

第２回「Good Practiceから学ぶオンライン授業」

大学院自然科学研究科（工学部情報系学科）
高橋規一

2021年3⽉18⽇

【資料４】



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 2

◼ 主な担当講義
➢第2学期︓応⽤線形代数（学部3年⽣対象）
➢第3学期︓制御論（学部3年⽣対象）
➢第4学期︓応⽤数学（学部2年⽣対象）
➢後期︓数理計画特論（大学院博⼠前期課程学⽣対象）

◼ 昨年度までの実施⽅法
➢板書

• ⼿書きの講義ノートを利⽤（スライド化はしていない）
➢毎コマ演習問題を実施

• 学⽣からの質問に答えるいい機会
• 採点して次回の講義で一人一人に⼿渡しで返却

担当講義と昨年度までの実施⽅法



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 3

◼ できるだけ従来の板書に近い形でやりたい
➢準備の負担を小さくしたい（講義ノートのスライド化

だけはなんとしても避けたい）
➢演習の実施と採点結果の返却を続けたい

◼ Microsoft Teamsによるライブ配信がよさそう
➢幸い居室に大きなホワイトボードあり
➢研究室の4年⽣ゼミで経験あり
➢演習の問題配布・解答受取・採点結果の返却も可能

◼ ネットワーク障害等への対応をどうする︖
➢ネットワークに依存しない環境で録画し，それを画面

共有で配信すればいいかも

オンライン化の前に考えたこと



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 4

◼ Teamsによるライブ配信
➢ホワイトボードに板書しながら説明する様子をウェブ

カメラで撮影して配信
• ホワイトボードには講義名、⽇付、板書番号を記入

➢Windows10のカメラアプリを起動し、そのウインド
ウをTeamsで画面共有すると同時にアプリで録画

➢ホワイトボード１枚分の板書と説明が終わったら録画
を停⽌し、カメラモードに切り替えて撮影
• 画像は授業終了後にTeamsにアップロード
• 動画は授業終了後にフリーソフトFFmpegで圧縮して

Streamにアップロード

実際の実施⽅法

授業の様子を再現します（下記にも情報あり）
http://www.momo.cs.okayama-u.ac.jp/~takahashi/misc.ja.html

http://www.momo.cs.okayama-u.ac.jp/~takahashi/misc.ja.html


第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 5

◼ ノートPC
➢Windows10+標準搭載のカ

メラアプリケーション
➢フリーソフトFFmpeg

(https://ffmpeg.org/)
➢Microsoft Teams＋Stream

◼ ウェブカメラ＋三脚
➢Aoboco ウェブカメラ フル

HD（約5,000円）
➢⼿動フォーカス

◼ USBマイク
➢MAONO USBマイク（約

6,500円）

利⽤機材およびソフトウェア

https://ffmpeg.org/


第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 6

すべてをTeamsで︓講義資料の配布



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 7

すべてをTeamsで︓講義動画の公開

Streamにチャンネルを作成すればTeamsで視聴可能



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 8

すべてをTeamsで︓演習課題の作成

提出期限は数⽇後（次回講義⽇の前⽇）に設定



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 9

すべてをTeamsで︓演習の状況確認



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 10

すべてをTeamsで︓演習の採点



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 11

応⽤数学（第4学期，情報系学科2年⽣対象）の場合
◼ 授業の一週目に届いたチャット（抜粋）

➢Teamsは提出⽅法が分かりにくく，またPDF化する⼿間が
必要なので，moodleで提出する⽅が楽．moodleでは提出
前⽇にメンションが届くがTeamsだと通知がなくログアウ
トしてると何も分からないので不便．Teamsに慣れていな
いのでミスが多発すると思う．

◼ 授業評価アンケート自由記述欄
➢Teamsで資料配布や課題提出，講義動画の録画の視聴が可

能だったので，今年度受けたオンライン講義の中で最も学
習しやすく，オンラインでの対応が優れていた講義だった．

➢最初Teamsでの課題の提出は⼾惑いがあったものの，
MoodleよりもTeamsで課題提出の管理をする⽅が，過去
の提出状況やその採点結果などが簡単に確認できたので，
もし来年度の講義もオンライン中⼼になったらこの形式を
採⽤してほしい．

すべてをTeamsで︓学⽣の反応



第2回 Good Practiceから学ぶオンライン授業 12

◼ 板書授業を低コストでオンライン化
➢ノートPC＋⼿動フォーカスのウェブカメラ＋マイク
➢追加の⼿間は動画変換とファイルのアップロードのみ
➢演習の採点や成績管理は対面授業よりむしろ楽
➢対面からオンラインへの移⾏も楽（実際に経験）

◼ すべてをMicrosoft Teamsで実施
➢講義資料の配布や講義動画の公開
➢演習の提出・採点・返却

◼ ティーチングアシスタントは重要
➢動画の乱れや板書の間違いの指摘，学⽣の質問対応

◼ 課題
➢双⽅向コミュニケーション

まとめ



2020年度のオンライン授業について

藤原祐子（基幹教育センター初修外国語系）

１．担当授業
２．授業実施形態
３．こだわり
４．スライド・コンテンツ例
５．その他
６．まとめ

【資料５】



１．担当授業について

授業科目 ①中国語初級Ⅰ-1・Ⅰ-2・Ⅱ-1・Ⅱ-2
②中国語初級（インテンシブ）Ⅰ-1・Ⅰ-2・Ⅱ-1・Ⅱ-2
③中国語中級
④中国俗文学論1

授業概要 ①全学の１年次生を対象にした教養初修外国語科目。１回６０分の授業を月・木の週２回開
講。１年間（全４学期）で中国語の基礎を身につける。１クラス40～50名（２クラス担当）

②全学の１年次生を対象にした教養初修外国語科目。１回１２０分の授業を月・木の週２回開
講。１年間（全４学期）で中国語の基礎を総合的に身につける。１クラス40名（１クラス担当）

③全学の２年次生を対象にした教養初修外国語科目。１回１２０分の授業を週１回金曜日に
開講。1年次で身につけた中国語のブラッシュアップをはかる。学期ごとに単発履修も可能
なため、クラス規模は最大40名程度から十数名まで、学期によって異なる。（１クラス担当）

④大学院社文研修士課程を対象にした専門教育科目。週１回90分の授業を基本的に毎年
後期に開講。 中国俗文学に関する文献や作品の精読を通して、中国文学への理解を深め
る。クラス規模は年度によるが5名程度。



①中国語初級Ⅰ-1・Ⅰ-2・Ⅱ-1・Ⅱ-2
②中国語初級（インテンシブ）Ⅰ-1・Ⅰ-2・Ⅱ-1・Ⅱ-2

目標 ・中国語の文字（簡体字）と発音（声調とピンイン）を知り、基礎
的な文法知識及び運用能力を修得する。
・中国語圏文化に触れ、異文化への理解を深める。

着

车

发
后
习

第一声 第二声 第三声 第四声＋軽声



オンライン授業を実施するに当たっての問題点

・日本語にない「音」をどう教えるか（発音指導をどのように行うか）
・学習内容を定着させるにはどうすれば良いか

・教員側の問題として

オンライン授業のツールについての知識がない

PPT作成
Moodleの利用
ZoomやTeamsの利用 etc

板書と教科書・プリント

アナログ デジタル



２．授業実施形態

初級クラス

・解説資料（音声組み込み式）PPTのMoodleへの掲載
・1･2学期はZoom、3･4学期はTeamsを使用してのミーティング

オンデマンドとリアルタイム併用型

・2回分をまとめた解説資料を週1回掲載
・毎回の授業アンケート（提出があれば出席点）

毎週木曜日に発音練習に特化したミーティング
1･2学期は自由参加 （評価の対象としない）
3･4学期は隔週で必須参加 （出席と発音によって評価）

毎回Moodle上で小テスト（制限あり）と課題提出（受験制限無し）
いずれも最高評点のみを用いて評価

共通

インテンシブクラス

・1回分ずつ、週2回解説資料を掲載
・2回に1回、出席点ありの授業アンケート

受験期限は次の資料掲載日

資料掲載日の朝にリマインド



３．こだわり

授業アンケートの実施形態
Moodleの課題として、オンラインテキストでのコメント提出

①授業アンケートの書き込みに対しては、締め切り日の翌日には返事する

毎回の出席代わりのコメント
にも一人ひとりに対して

フィードバックがあり、他の講
義に比べて参加できてよ

かったなと思える講義だった。

毎回の授業でアンケートがあ
り、アンケートで質問すると、

先生から返答が来るので、疑
問が解消できた

私の授業アンケートに対して藤原先生は毎回親身になってフィードバッ
クを返してくださいました．正直，私は未だに大学の友達が1人もいませ
ん．しかし，藤原先生のおかげで私は独りぼっちではないということを少

しでも実感することができました

質問、疑問はアンケート及び、
zoomで解消できたことで、
授業を理解しやすかった

アンケートにフィード
バックがあるのはと
ても嬉しかったです

②ミーティングでの発音指導は、とにかく褒める



４．スライド・コンテンツ例

文字情報だけを羅列せず、イラストや対話形式を活用した資料を作る



ポイントをわかりやすく提示し、そこを中心に憶えさせる

文化や芸能など教科書外の情報を発信する



５．その他

中国語中級

・解説資料（音声組み込み式）PPTのMoodleへの掲載（週１回）
・毎週金曜3限目にミーティング

1･2学期は自由参加 （評価の対象としない）
3･4学期は隔週で必須参加 （出席とグループ課題の提出によって評価）

・毎回、出席点ありの授業アンケートと課題（小テスト・作文等）

オンデマンドとリアルタイム併用型



５．その他

中国俗文学論１

・2週で１セット
１週目：担当学生がレジュメをMoodle上のフォーラムにUP。担

当以外の学生は全員が必ず授業日当日中に質問や意
見を書き込む。担当学生はそれに対して更にコメント。

２週目：担当学生が改訂版のレジュメをUP。ネット上の意見交
換では解決しなかった問題について議論し、解釈と訳を
確定。担当学生は議論に基づき、最終稿を作成し提出。

オンラインによる意見交換と対面授業併用型

内容：南宋・胡仔『苕渓漁隱叢話』を読み、そこに言及される韻文作品を精読する。



６．まとめ

▶メリット
・学生は自分のペースで資料を読み（聞き）進め、必要に応じて読み返し
や聞き直しをすることができる。
・リアルタイムのミーティングに参加することで、発音練習も可能。またペア
ワークやグループワークもあることでクラスメイトとの交流の機会も確保。
・授業課題を受験回数無制限にしたことで、満点がとれるまで繰り返し受
験する学生も多く、授業内容の定着促進につながる。

▶課題
・PPTをきちんと読まずに課題や小テストだけに取り組んでしまう学生への対処。
・発音練習への取り組み方に、グループで温度差が出やすい。
・教員の精神的・肉体的負荷がかなり大きい。



1

Good Practiceから学ぶオンライン授業

法学部での取組み

2021年3月18日 濵田陽子

1

対象科目の概要

• 1年次配当「民事手続法概論」
- 民事訴訟、民事執行、倒産処理等に関する手続法の入門科目
- 4学期、火曜7･8限
- 履修者数 330
- 講義室での対面講義＋リアルタイム配信＋オンデマンド配信
- テキスト指定、レジュメの配布
- moodle上での複数の小テストにより成績評価

• 学部としての取組み
- 本科目を含め3科目で実施
 1年次配当科目2科目、2年次配当科目1科目

- 学部の全面的なサポートがあって実現

2

学部からのサポート

• 講義の配信に関して
- 講義の配信方法の確立（教務委員）
- PC、カメラ、接続コード、体温計、医療用手袋等の備品購入（財務委員）
- 対面授業セットの作成、管理（法学部資料室）

• 感染症対策に関して
- SAの手配・雇用、作業マニュアルの作成（教務委員）
- 講義室内外における学生の誘導、管理（SA、教務委員）
- 健康状態申告フォームをmoodleに設置、受講生による入力

→講義担当者は講義に集中

3

実施状況

• 1年生に対して対面授業を提供
- 1年生：3グループに分け、1回の講義につき1グループの学生に対面講義への出席の機会

を認める。

- 2年生以上：オンライン受講のみ

対象者数 出席者数

12月8日 対面なし - -

12月15日 第1グループ 71 20

12月22日 第2グループ 71 17

1月5日 対面なし - -

1月12日 対面なし - -

1月19日 第3グループ 71 12

1月26日 先着100名 100 4

4

対面講義の実施手順（講義日まで）

• 講義の配信
- 教務係がzoom（ウェビナー/ミーティング）の設定
- 講義担当者がzoomのID等をMoodleで周知

• 感染症対策
- SAの雇用（1講義あたり4-5名）
- 出欠管理用ICカードリーダー、アルコール消毒液（手指消毒用）、清拭クロス（机等の消毒

用）、非接触型体温計、医療用手袋（SA用）の準備
- moodleのフィードバック機能を使用し、健康状態申告フォームを設定
 対面講義への出席を希望する学生が、当該対面講義の開始1時間前までに記入
 質問項目：記入日、37.5度以上の発熱症状の有無、当日の体温、その他の症状の有無

（倦怠感、咳、息苦しさ、味覚異常、嗅覚異常）

5

対面講義の実施手順（講義前）

• 講義の配信
- 講義室でPC・カメラの設置（PCは有線LANに接続）
- 教務係がzoom（ウェビナー/ミーティング）を立ち上げ、講義担当者にホスト権限を移譲

• 感染症対策
- 講義担当者が健康状態申告フォームへの登録内容をSAに交付
- 講義室入口にSA、教務委員を配置
 検温と体調不良の有無の確認
 ICカードリーダーで出席者確認（出席者の情報は教務委員会が管理）
 手指消毒とマスク着用の確認、清拭クロスの配布

6

【資料６】



2

対面講義の実施手順（講義中）

• 講義の配信
- PCに接続したカメラの映像をzoomで共有し、配信
- PC（ローカル）に配信内容を録画
 板書はSAに適宜写真に撮ってもらう

• 感染症対策
- 換気の徹底
 講義中の4点換気
 SAが休憩時間のほか、講義中も30分に1回の割合で換気を実施

7

対面講義の実施手順（講義後）

• 講義の配信
- SAが使用機材を片付け
- 講義担当者が録画した動画をStreamにアップロードし、リンクをmoodleで周知
- 講義担当者が板書の写真をmoodleにアップロード

• 感染症対策
- SAが清拭クロスを配布、机等の消毒を実施
- 使用した機器も全て清拭クロスで消毒

8

講義での工夫（対面講義の週）

• 見え方に関して
- 黒板全体が見えるようにカメラを配置、板書の文字は通常より大きくはっきりと
- 板書の分量は、授業時間（60分）内に黒板を消す必要がない程度に調整
- 黒板がよく見えるよう、講義担当者は場所移動を最小限に
- 視線は教室内だけでなく、カメラにも向けるよう配慮

• 音に関して
- マイクで話す声が、PCのマイクで十分に拾われるか事前に確認
- マスクを着用して話すので、通常より滑舌よく大きな声でゆっくりと
- 教壇を移動する際に、できるだけ靴音を立てないよう配慮
- 講義ノート等に触れる際に、できるだけ音が出ないよう配慮

9

講義での工夫（対面講義がない週）

• 講義動画の作成・配信
- 1時間あたり2本（1本あたり20分前後）の講義動画を配信
- 1人zoom会議を開き、PDFのレジュメを共有しながら録画
- 手続や思考の流れを説明するときには、図やアニメーションを使用
- 語りかけるようなトーンを意識して録音
- 字幕の修正
 聞き間違いを少なくするため
 専門用語の表記を正しく覚えてもらうため
 文字情報があった方が勉強しやすい学生をサポートするため

10

講義での工夫（その他）

• 講義全般
- テキストの講義箇所の部分を予習範囲としてmoodleで周知
- やや詳細なレジュメを作成、図を多用
- 説明で使用する事例を貸金請求事件に統一
- 躓きやすい点や手続法に独特の考え方を説明する際には、その旨を明確に伝える
- 60分の授業で最低でも持ち帰ってもらいたい部分を明確に伝える
- 途中で分からない点に遭遇しても、立ち止まらず最後まで進むよう呼びかけ
- 岡山弁護士会による講演会の実施

• 受講生とのやりとり
- 実施形態の変更等が生じたときには、直ちにmoodleで周知
- 講義室の場所、入室方法についてmoodleで周知

11

成績評価での工夫

• 毎週の学習確認
- 最大3回までの受験＋最高得点で評価

• 学期末の到達度確認
- 原則1回の受験＋例外的に2回目の許可
 1回目の受験で回線やmoodle等の不具合により受験を完了できなかった者に対して、

2回目の受験を許可
 小テスト1問目の配点を0に設定し、1回目の受験では「1」、2回目の受験では「2」およ

び1回目の受験で生じた不具合を具体的に記入するよう指示
- 記述風試験の実施
 事前配信：事案問題の答案の書き方を説明した資料、事案問題、4通の答案例（いわゆ

る模範答案1通とそうではない答案3通）
 小テスト：最も適切な答案を選択

12



3

4月以降も対面講義を実施するには

• 大学として新学期以降も対面講義を実施する方針であるならば、各
部局に対して、全学からの物質的、経済的支援が不可欠

- 1講義科目につき最低2名のTA･SAが必要

 TA･SAのための学部予算は逼迫：対面講義実施のためのTA･SAを雇用すれば、それ
以外の科目でTA･SAを雇用する余裕がなくなり、教育の質が下がる。

- 感染症対策のための備品の整備が不可欠

 TA･SAが作業を行うにあたり十分な感染症対策が不可欠：感染症対策について大学
には入試業務の場合と同程度の責任が生じる。
 今回使用した備品の中には教員のポケットマネーで揃えたものもある。

13

ご静聴ありがとうございました。
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岡山大学moodle

ダッシュボード ► マイコース ►
[2020037320]⺠事⼿続法概論/Civil Procedure: An Overview

編集モードの開始

授業評価アンケート（2020037320）
学⽣から秘匿

アナウンスメント
授業の⽅法や内容に関する質問

授業の⽅法や内容に関する質問をこちらのフォーラムで共有していただける
と、履修者全員の助けになるのでありがたいです。質問に個人的な内容を含む
などフォーラムでの共有が難しい場合には、メールやMoodleのメッセージ
（Moodle画面の右上にあるお名前をクリックするとメッセージへ移動するリ
ンクが出てくると思います。）でご連絡ください。

受講⽣のみなさんへ︓講義・成績評価⽅法、担当教員の連
絡先についてのご案内

授業形態の変更に伴い、講義の⽅法、授業計画、成績評価⽅法を変更しまし
た。受講前に必ず確認してください。

12⽉2⽇︓オンライン授業の配信⽅法について付記しました。リアルタイ
ム配信はzoom（ウェビナー）により、オンデマンド配信はMoodle上で⾏
います。

1年⽣のみなさんへ︓対⾯授業に来ることのできる⽇のご
案内

昼間コース1年⽣のみなさんへ、対⾯授業に参加できる⽇をご案内します。

感染症対策の一環として教室内での3密を避けるために、1⽇あたり対面授業
に参加できる人数を71名に制限します。法政基礎演習のクラスで分けますの
で、昼間コース1年⽣の⽅は自分が参加できる対面授業の⽇を確認してくださ
い。

夜間主コースの1年⽣は、申し訳ありませんが、オンラインで受講してくださ
い。

12⽉12⽇追記︓1⽉上旬の授業がすべてオンライン授業になったことに伴
い、昼間コース1年⽣が出席できる対面授業の⽇程を調整しました。ま
た、夜間主コースの1年⽣の⽅にも、1⽉26⽇（⽕）の授業に限り、対面
授業への出席の機会を提供します。ご希望の⽅はこちらの案内を読んで申
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予習範囲︓テキスト4-11⾴

し込んでください。

健康管理カード

※ 授業前に授業担当者がカードのチェックを⾏います。対面授業を受けに
大学に来る人は、必ず授業⽇の15:30までに記入してください ※

体温計を持っている人は、対面授業を受講する当⽇の体温を記入してくだ
さい。
体温計を持っていない人は、講義室の入り口で入室前に非接触型体温計で
体温を計測しますので、その数値を、教室内で指示された⽤紙に記入して
ください。

ご協⼒をお願いします︕

リアルタイム授業への接続⽅法

zoom（ウェビナー）への接続⽅法、ミーティングID、パスコードはこちらに
あります。zoomへは、授業開始10分前（16:10）から接続することができま
す。

なお、リアルタイム授業は録画し後⽇オンデマンドでも配信しますが、使⽤す
る機器の都合上、授業終了時からオンデマンド配信まで数⽇かかる可能性があ
りますので注意してください。

講義（第1週）

第1週（第1回、第2回）の講義はオンデマンドのみで配信します。（対面授業
やリアルタイム配信はありません）

講義ビデオは3本あります。

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第1週（はじめ
に）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第1週（はじめ
に）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第1週（第1回、第
2回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第1週（第1回、第
2回）
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⼩テスト︓12⽉22⽇13:00まで

第1週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓12⽉22⽇（⽕）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可

「法曹という仕事」法学教室474号4⾴以下（2020年3
⽉）

法学教室という法律雑誌に、法曹（裁判官、検察官、弁護⼠）の仕事につい
て、現役の法曹の⽅による座談会と論考が掲載されています。座談会には岡山
大学法科大学院の周東秀成先⽣（岡大ロー1期⽣）も出演されていますので、
ぜひパラパラとめくってみてください。

リンク先は法学部資料室「簡単リンク」のページです。ページ内の「データ
ベース」から「TKCローライブラリー」に入り、「出版社データベース」→
「法学教室電子版」→「法学教室474号」と選択すると4⾴以下に記事があり
ます。

紙媒体の雑誌を読みたい⽅は、⽂法経2号館3階の法学部資料室に⾏き、カウ
ンターで学⽣証を提示して、「法学教室474号」を請求してください。

管
理

コース: [2020037320]⺠事⼿続法概論/Civil Procedure: An Overview https://moodle.el.okayama-u.ac.jp/course/view.php?id=96833

3 / 10 2021/03/01 14:30

https://moodle.el.okayama-u.ac.jp/course/view.php?id=96833


予習範囲︓テキスト1-4、13-19、184-190⾴

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第2週（第3回、第
4回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第2週（第3回、第
4回）

講義（第2週）録画

第2週の講義の録画です。2時間5分（途中10分の休憩を含む）です。Stream
内のビデオに飛びます。

第2週講義（板書 後半）
第2週講義（板書 前半）
第2週⼩テスト︓1⽉5⽇13:00まで

第1週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓1⽉5⽇（⽕）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可
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ご講演くださる弁護⼠の先⽣が決まりました。

1. ⾨間元輝弁護⼠ 荒⽊法律事務所
2. 宮平靖子弁護⼠ すずかけ法律事務所
3. 永山奏子弁護⼠ 両備グループ

いずれも岡山大学法務研究科のご出⾝の先⽣です。どうぞお楽しみに︕

予習範囲︓テキスト94-95、124-136⾴

講義（第3週）録画

第3週の講義（弁護⼠会による講演会）の録画です。2時間11分（途中10分の
休憩を含む）です。Stream内のビデオに飛びます。

講演会後のフィードバック︓1⽉5⽇（⽕）16:00まで

岡山弁護⼠会による講演会について、フィードバックをお願いします。いただ
いたフィードバックは岡山弁護⼠会にお送りするので、正直に、でも失礼にな
らないような表現で記入してくださいね。なお、フィードバックの提出は「⺠
事⼿続法概論」の成績評価に反映されますので、忘れないようにしてくださ
い。

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第4週（第7回、第
8回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第4週（第7回、第
8回）

講義（第4週）

第4週（第7回、第8回）の講義はオンデマンドのみで配信します。（対面授業
やリアルタイム配信はありません）
講義ビデオは4本あります。

第4週⼩テスト︓1⽉19⽇13:00まで

第4週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓1⽉19⽇（⽕）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可
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予習範囲︓テキスト5-6、24-25、26-29、44-45、76、79-80、84-85、92⾴

予習範囲︓テキスト72-78、96-98、100-101、105-107⾴

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第5週（第9回、第
10回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第5週（第9回、第
10回）

【訂正】

「9．当事者と訴訟上の請求」「（1）訴訟の主体と客体」「ー 訴訟上の
請求」の1⾏目「被告が訴えにおいて審判対象として･･･」→「原告が訴え
において審判対象として･･･」
「10．弁論主義」「（1）裁判所と当事者の役割分担」の1⾏目「訴訟系
属」→「訴訟係属」
「10．弁論主義」「（2）弁論主義」「ー 主張共通の原則」と「－ 訴
訟資料と証拠資料の峻別」の図内にある「①『古都信は平成29年6⽉14⽇
に桂川に800万年を貸し付け･･･』」→「①『古都信は平成29年6⽉14⽇
に桂川に800万円を貸し付け･･･』

講義（第5週）

第5週（第9回、第10回）の講義はオンデマンドのみで配信します。（対面授
業やリアルタイム配信はありません）
講義ビデオは4本あります。

第5週⼩テスト︓1⽉26⽇13:00まで

第5週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓1⽉26⽇（⽕）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第6週（第11回、
第12回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第6週（第11回、
第12回）

講義（第6週）録画

第6週の講義の録画です。2時間2分（途中10分の休憩を含む）です。Stream
内のビデオに飛びます。
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予習範囲︓テキスト212-213、215-223、249-253⾴

今週分の小テストはありません。その代わり期末試験が始まりますので、忘れないよう
に受験してください。

第6週（板書 前半）
第6週（板書 後半）
第6週⼩テスト︓2⽉2⽇13:00まで

第6週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓2⽉2⽇（⽕）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可

訴訟引き延ばし作戦がひどくなるとこんな感じ

現⾏⺠事訴訟法は適時提出主義を採⽤し、争点整理と集中証拠調べによる効率
的な訴訟進⾏を求める背景には、過去に深刻な訴訟遅延が⽣じたという反省が
あります。しかし適時提出主義を採⽤しても、訴訟の準備には一定の時間がか
かります。そして当事者によっては、準備に時間がかかることを利⽤して訴訟
の引き延ばしを図ることもあります。その引き延ばし戦略があからさまな例が
ありましたのでご紹介します。静岡地裁に係属中の浜岡原発廃⽌訴訟におい
て、中部電⼒が反論の準備に３年以上かかっている事例です。

リンク先はYouTube内のテレビ静岡のサイトですが、リンク切れに備えて静岡
放送のサイトへのリンクと静岡新聞の記事へのリンクも置いておきます。

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第7週（第13回、
第14回）

2020年度（⺠事⼿続法概論）レジュメ第7週（第13回、
第14回）

講義（第7週）録画

第7週の講義の録画です。2時間12分（途中10分の休憩を含む）です。
Stream内のビデオに飛びます。

第7週（板書 7時間目前半）
第7週（板書 7時間目後半）
第7週（板書 8時間目前半）
第7週（板書 8時間目後半）
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復習テスト︓2⽉2⽇13:00まで

第1週目〜第6週の授業に関する復習テストです。

受験期間︓1⽉19⽇（⽕）18:30〜2⽉2⽇（⽕）13:00
出題数︓10問（正誤問題、1問3点×10問＝30点満点）
制限時間︓60分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

⽳埋め問題︓2⽉2⽇18:30まで

期末試験その1です。

出題範囲第1週目〜第7週の授業内容
受験期間︓1⽉26⽇（⽕）18:30〜2⽉2⽇（⽕）18:30
出題数︓1問（⽳埋め問題、2点×5か所＝10点満点）
制限時間︓60分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

記述⾵問題︓2⽉2⽇18:30まで

期末試験その2です。提示されている資料（事案問題の答案の書き⽅）を読ん
で勉強し、事前に開示されている問題を解いてから、解答するようにしてくだ
さい。（制限時間が短いので、必ず問題を解いてからアクセスしてくださ
い。）

出題範囲︓提示資料と事前開示問題
受験期間︓1⽉26⽇（⽕）18:30〜2⽉2⽇（⽕）18:30
出題数︓2問（5点×2問＝10点満点）
制限時間︓15分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

記述⾵問題の資料︓事案問題の答案の書き⽅
記述⾵問題【第1問】
記述⾵問題【第2問】
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第6週⼩テスト︓make up
利⽤制限  以下の（すべての）条件に合致しないと利⽤できません: あなたの
学⽣番号 が 03502063 の場合

第6週目の授業に関する小テストです。

受験期間︓2⽉12⽇（⾦）13:00まで
出題数︓5問（1問1点×5問＝5点満点）
制限時間︓30分
受験回数︓3回（最高得点を評点とします）
持込条件︓全て持込可

復習テスト︓make up
利⽤制限  以下の（すべての）条件に合致しないと利⽤できません: あなたの
学⽣番号 が 03502063 の場合

第1週目〜第6週の授業に関する復習テストです。

受験期間︓2⽉12⽇（⾦）13:00まで
出題数︓10問（正誤問題、1問3点×10問＝30点満点）
制限時間︓60分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

⽳埋め問題︓make up
利⽤制限  以下の（すべての）条件に合致しないと利⽤できません: あなたの
学⽣番号 が 03502063 の場合

期末試験その1です。

出題範囲第1週目〜第7週の授業内容
受験期間︓2⽉12⽇（⾦）13:00まで
出題数︓1問（⽳埋め問題、2点×5か所＝10点満点）
制限時間︓60分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

記述⾵問題︓make up
利⽤制限  以下の（すべての）条件に合致しないと利⽤できません: あなたの
学⽣番号 が 03502063 の場合

期末試験その2です。提示されている資料（事案問題の答案の書き⽅）を読ん
で勉強し、事前に開示されている問題を解いてから、解答するようにしてくだ
さい。（制限時間が短いので、必ず問題を解いてからアクセスしてくださ
い。）

出題範囲︓提示資料と事前開示問題
受験期間︓2⽉12⽇（⾦）13:00
出題数︓2問（5点×2問＝10点満点）
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制限時間︓15分
受験回数︓1回（通信障害等があって解答できなかった場合には2回目の受
験を認めます。その場合には、第1問目に通信障害等の状況を記入してく
ださい。）
持込条件︓全て持込可

弁護士さんへの質問フォーム

12⽉22⽇に予定されている弁護⼠会による講演では、3名の弁護⼠さんが登壇
されます。
それぞれ20分ずつのご講演の後は、みなさんからの質問に答えてくれます。
⽇ごろ弁護⼠さんに質問したいと思っていたこと、いま思いついた質問、なん
でも結構ですので（失礼にならない範囲で）どんどんお寄せください。

質問の提出者はMoodleに記録されますので、質問フォームにお名前を記入し
ていただく必要はありません。（お名前を書かれても問題はありません。）
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